












「正義システムの諸相」班の研究会は1992年 4月から 1994年 3月までおこなわれた。そして
当初の方針は「義務論理学を強力な武器としながら、(1)正義の観念論的諸体系， (2)正義の法的














5 月8 日 今後の研究方針 全員
5 月22 日 権利 と効用 山下
6 月12 日 ハ イ エ ク の ヴ ィ デオ を見る会
6 月26 日 比喰 と正義論
7 月10 日 研究の進め方につ いての検討会
9 月25 日 二種の社会契約論に関す る予備的考察
10月9 日 正義論の対象一行為 ・ 結果 ・ 制度­
10月23 日 憲法の私人間適用問題の再検討
11月6 日 ハ イ エ ク の科学論を読む
11月 27 日 カ ー ル ・ シ ュ ミ ッ ト に お け る制度に関す る理論につ いて
12月11 日 公共政策にお け る 「正義」
1993年











5 月21日F ・ ハ フ ト の 「交渉術」 論 服部
6 月11 日 法の不確定性と プ ラ グマ テ ィ ッ ク な法学の可能性 グ レ ッ グ
6 月25 日 フ ェ ア ネ ス と し ての正義と論理学 山下
7 月9 日 人権概念をめ ぐ る諸理論につ いて 一国際人権法を中心に し て - 深田
9 月24 日 事故法にお け る正義 浅野
10月 8 日 正義感覚と法行動 阿部
10月22 日 民族 と国家一国家にお け る 自 由の第三段階 森際
11月 5 日 法 ・ 正義 ・ 歴史一一 と り わ け F ・ エ ヴ ァ ル ド を中心と し た フ ー コ 一派正
義論に関して一中山
11月 26 日 契約 と 日常的正義 ノ ッ テ ジ
12月10 日 帰国報告 亀本， 川浜
いろいろの事情で論文を掲載していただけなかった方々も，研究会に出席し，熱心に発表や
討論をおこなっていただいた。想い出多い本研究会を終了するに当たってメンバー全員に改め
て厚く感謝の意を表したい。
1994年11月14 日
班長山下正男
